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世界におけるエリートスポーツの方向性
―第1回ユースオリンピックゲームズから―
久木留　毅（文学部准教授）
　
はじめに
　本稿では、2010年8月に行われた第1回ユースオリンピックゲーム
ズ（以下 YOG）における内容の報告と、その中から垣間みられた国際
オリンピック委員会（以下 IOC）の戦略について紹介する。
　
YOG について
　IOC が創設した YOG の第1回夏季競技大会は、2010年8月14日
（土）〜26日（木）の期間シンガポールにおいて開催された。対象の参
加競技者は、年齢が14歳から18歳の若者であった。YOG には、205
カ国・地域から26競技201種目に3,528名の競技者が参加した。日本
は、71名（男子25名、女子46名）の競技者が16競技に参加した。
　YOG のキーワードは「卓越（Excellence）」「友情（Friendship）」
「尊重（Respect）」という3つのオリンピックの価値である。さらに特
徴としては、開催期間中、参加したアスリートとコーチが全日程を選手
村に滞在し「カルチャーエデュケーションプログラム（以下 CEP）」等
の教育的なイベントを中心に積極的に受講することとなっていた（図
1）。YOG は開幕前に様々な憶測を呼んだ大会であったが、閉幕後の記
者会見において IOC 会長のジャック・ロゲは、「わたしの高い期待を上
回る大会になった。シンガポールは2年間の準備期間で素晴らしい運営
を実現した」と総括した。
　開催国であったシンガポールでは、2001年に自治・青年・スポーツ
省より、「スポーツ振興に関する提言」が出された『Report of the 
Committee on Sporting Singapore : COSS Report（シンガポール
のスポーツ振興政策）』が出された。この政策の中で、国民が一丸とな
って応援できるスポーツヒーローを育成し、国民としての誇りを再確認
するとしていることからも国を挙げて YOG を成功させる背景が整って
いたと言えよう。さらに、シンガポールでは、スポーツを新たな成長戦
略と捉えハブ空港、金融ハブ、観光ハブ等に続くスポーツハブ構想を持
っていることも明らかになった。
　
IOC の戦略
　IOC では、2001年113次総会においてジャック・ロゲ新会長が誕生
した。その後、2007年 IOC 119次総会において、ジャック・ロゲは
YOG の承認を満場一致で取り付けることに成功し、2008年2月、
YOG の開催地がシンガポールに決定した。
　2009年10月に開催された IOC 121次総会では、IOC オリンピック
コングレスの提言（社会におけるオリンピック・ムーブメント）がなさ
れた。さらに2009年10月 IOC は、国連のオブザーバー資格を得た。
これにより、国連のミレニアム開発目標へのスポーツを通した協力を公
に進めるための体制が整った。さらに、2010年5月、国連―IOC 第1
回合同フォーラムをスイス・ローザンヌで開催し、スポーツを通じて開
発の分野での協力を強化することを確認した。また、このフォーラムに
おいて、8つ国連のミレニアム開発目標の内、5つについてスポーツが
協力できる可能性が示唆された。
　IOC はこれらの一連の流れにより、国連との繋がりを強固なものへ
としていく戦略に成功したと言えるであろう。
　また、オリンピックがサッカーワールドカップと並ぶビッグスポーツ
ビジネスであることは、周知の事実である。その中で放映権料は、年を
追うごとに上昇している。2008年に開催された北京オリンピックの放
映権料は、約2,030億円、1996年に開催されたアトランタオリンピッ
ク時が約1,069億円であることからもこのことが理解できる。放映権料
は、サッカーワールドカップと同様に今後も上昇が続くであろう。
　このことからも IOC は、オリンピックのビジネス的な価値を上げる
戦略に成功していると言えるであろう。
　
まとめ
　これらのことから YOG は、競い合いを主としながらもジュニア層の
アスリートに国際的な視野を広げる機会を与え、社会のロールモデルと
は何かを考える環境として適切であることが理解できた（写真）。
研究会②
